
 

 

 

 

 

１ 日時 令和２年９月２日（水）第５校時 

２ 学年 第３学年 17名  

３ 単元について 

【単元観】 

 本単元で扱う除法は，小学校学習指導要領には，以下のように位置づけられている。 

 除法の意味と，乗法九九を１回適用してできる除法計算（余りのない場合）については，６月に

学習している。ここでは，さらに進んで，乗法九九を１回適用してできる除法計算で，余りのある

場合について学習する。余りのない除法計算の学習経験を活用しながら，除法にはあまりがある場

合があることや，これまでと同じように除数の段の九九を使って商を求められること，余りは除数

より小さくなること，問題場面によって商がそのまま答えにならない場合があることなどを理解す

ることをねらいとしている。 

【児童観】 

学力に大きな課題のある児童への手立ての検証対象として，本学級ではＡ児を抽出している。 

算数科の学習についてのアンケート（◎，〇，△，×の４段階評価：７月実施）によると，Ａ児は，

「家庭学習を必ずするようにしている。」「分からないときでもあきらめず，これまでの学習を見返

したり絵や図をかいたりするなどして，分かるまで考えようとしている。」の問いに，◎と答えてい

る。一方で，「自分から進んで勉強している。」「算数の授業は楽しい。」の問いには△と答えてい

る。算数が分かるようになりたいと考え，努力しているものの，授業では分からないことも多く，自

信や意欲を十分にもてずにいると考えられる。 

Ａ児は，四則計算の計算処理は定着している。ただ，問題文や指示文などを読み取って問題を把握

する段階において，つまずきが多く見られる。そのため，文章問題等で正しく立式できないことや題

意に沿った答え方ができないことが多い。除法についてのレディネステストでは，単純な計算問題や

文章問題は，ともにできていた。九九のつまずきも見られない。ただ，問題文をもとに演算決定して

立式する問題や，２段階に分けて計算するようなやや複雑な文章問題については，問題場面の把握や

題意の理解ができていなかった。 

算数 第３学年 北広島町立壬生小学校  授業者 T1 杉谷 洋造 T2 池田 奈々 

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  課題解決力 

「あまりのあるわり算」  

第３学年【Ａ数と計算】 
（４）除法に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
（ア） 除法の意味について理解し，それが用いられる場合について知ること。また余りに

ついて知ること。  
   （イ） 除法が用いられる場面を式に表したり，式を読み取ったりすること。 
   （ウ） 除法と乗法や減法との関係について理解すること。 
   （エ） 除数と商が共に１位数である除法の計算が確実にできること。 
   イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ア） 数量の関係に着目し，計算の意味や計算の仕方を考えたり，計算に関して成り立つ
性質を見いだしたりするとともに，その性質を活用して，計算を工夫したり計算の確
かめをしたりすること。 

   （イ） 数量の関係に着目し，計算を日常生活に生かすこと。 



本単元でも，これまで通り除数の段の九九で商を求め，余りを出す計算の仕方については，理解し，

正しく計算できると予想される。しかし，あまりが除数より小さくなることや問題場面によって商が

そのまま答えにならない場合があることについては，式や答えと問題場面のイメージが結びつかな

いため，理解が難しいことが予想される。 

【指導観】 

本校では，研究主題「仲間と協力して，課題解決に意欲的に取り組む児童の育成」に向け，全校

及び中学年の重点取組を次の通り設定している。 

全
校 

①「授業のユニバーサルデザイ

ン化」を図り，学習に大きな

課題のある児童を含む全員に

とって，参加と理解がしやす

い授業となるようにする。 

②「授業に生かす家庭学習」の仕方について，各学年

の発達段階や個の実態に応じた指導の充実を図り，

児童自ら，自分に合った内容や方法を自分で選択し

ながら，次の授業につながる家庭学習ができるよう

にする。 

中
学
年 

①教材にしかけ（選択肢を作る・

隠す・間違えるなど）を作り，

全員が参加したくなり，理解に

つながる授業を行う。 

②選んで取り組む段階 

  効果的な復習のパターンや簡単な予習の仕方（教科

書を読んで，下線や◯囲み，？，吹き出しを書き込む

など）を示し，選択して取り組めるようにする。 

  調べ学習とクイズ作りを連動させるなど楽しい活

動を設定し，辞書や図書資料の活用を習慣づける。 

Ａ児の予想されるつまずきに対しては，これらの重点取組を踏まえ，次のように手立てを講じ

る。 

 （１）問題場面や式と答えについて，より具体的なイメージがしやすいように，問題設定について次

のような工夫と配慮を行う。 

   ①児童にとって，より身近な場面で考えさせる。 

・単元の導入では，教科書の「ゼリーを１人３つずつ配る」場面も身近ではあるが，児童の生活

経験により近づけ，余りの意味やその大小について理解しやすくするため，その前に「仲間集

めゲームの『猛獣狩りに行こうよ』で３人組を作る」場面を設定する。 

・単元末の余りの処理を考える時間の，余り分を切り上げて答える問題については，「全員座る

には，４人がけのピクニックテーブルがいくつ必要か」を考えさせる。これにより，「４ずつ」

をより意識しやすくなるとともに，余りの２人をどうすればよいかがイメージしやすくなる

と考える。また，余り分を切り捨てて答える問題についても，「冷蔵庫にある卵から，４こず

つ使う」場面を設定することで，余りを使わなくてよいことがとらえやすくなると考える。 

   ②児童にとって，より簡単な数で考えさせる。 

・全部の数が大きくてイメージが難しい問題については，図にしたり具体物操作したりして解

決しやすいように，はじめは，より小さな数値に設定して解決させる。その際，数値が混乱し

ないように配慮するとともに，考えさせたいことに焦点が当てられるように考慮する。 

 （２）学習内容への見通しをもって参加できるように，授業につながる家庭学習を設定する。 

①児童のつまずきが予想される時間の前には，授業につながる予習的な家庭学習を設定する。そ

の際は，過度の負担にならないようにするとともに，気づかせたいことに焦点化するために，

ワークシートを用いる。 

②授業の中では，家庭学習を生かす場面を設定するとともに，次の家庭学習への意欲をもてるよ

うに丁寧に評価を行う。 



４ 単元の学習の系統性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元の目標 

 ○わり切れない場合の除法について理解し，計算することができるようにするとともに，数学的表現

を適切に活用して，除法の意味や計算の仕方を具体物や図，式を用いて表す力を養う。また，問題

場面における数量の関係に着目し，数学的に処理した過程を振り返り，今後の学習や生活に活用し

ようとする態度を養う。 

 

６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 わり切れない場合の除法の
計算や余りと除数の大小関係
について理解し，それらを活
用して数量の関係をとらえる
ことができる。 

 数量の関係に着目し，わ
り切れる場合とわり切れな
い場合の除法を統合してと
らえ，除法の意味や計算に
成り立つ性質について考
え，説明している。 

 日常生活の問題を解決した
過程や得られた結果を吟味し
たことを振り返り，数理的な
処理のよさに気付き，今後の
生活や学習に活用しようとし
ている。 

 

７ 本単元において育成したい資質・能力】 課題解決力 

育成したい資質・能力 育成したい資質・能力が本単元の学習において発揮されている姿 

課題解決力 ・わり切れない場合の除法の計算の仕方について，わり切れる場合を基に

考え，具体物や図，式，言葉などを用いて課題解決することができる。 

 

 

かけ算 
・乗数と積の関係 
・乗法の交換法則，分配法則 
・a×□＝b  □×a＝b 

かけ算（１） 
 

・乗法の意味 
・５，２，３，４の段の九九
の構成 

 

２年 ４年 

あまりのあるわり算 
・九九１回適用の除法計算
（余りあり） 

・余りと除数の大きさの関
係 

・答えの確かめ方 
・余りの処理の仕方 

わり算の筆算（１） 
 

・２～３位数÷１位数の筆算
形式 

・除法の検算の仕方 
・１位数でわる除法の暗算 

３年 

わり算 
・除法の意味と商の求め方 
・九九１回適用の除法計算 
 （余りなし） 
・a÷a，0÷a，a÷１の計算 

かけ算（２） 
 

・６～９，１の段の九九の構
成 

・乗法と積の関係 
・乗法の交換法則 
・倍概念の基礎 
 

わり算の筆算（２） 
 

・何十でわる除法 
・２～３位数÷２位数の筆算
形式 

・除法について成り立つ性質 

 

大きい数のわり算， 
分数とわり算 

・簡単な場合の２位数÷１位
数の計算 

・わり算と分数の関係 



８ 指導計画（全７時間 本時第６時） 

授業につながる家庭学習 次 時 主な学習活動 知 思 態 評価規準 

○「猛獣狩りに行こうよ」の

場面で，○人組がいくつで

きるかを調べる問題に取り

組み，余りが出る場合と出

ない場合があることに気付

く。 

第
一
次 

あ
ま
り
の
あ
る
わ
り
算 

１ 

【課題設定】 

 
 
 
 
 
〇「猛獣狩りに行こうよ」の場
面と除法をつなげてとらえ，
余りのあるわり算と出合う。 

【情報の収集】 

○14÷３の答えの見つけ方を 
 考える。 
○余りの意味を知る。 

 〇  ・わり切れない場
合の除法の計算
の仕方につい
て，既習の除法
を基に考え，
図，式などを用
いて説明してい
る。 

○第２時の予習として，13こ

のあめを一人に４こずつ分

ける場面を図に表して考

え，２あまり５でよいか検

討する。 

２ 

【整理・分析】 

○13÷４の計算について余りと
除数の関係を調べる。 

○   ・余りは，除数よ
り小さくなるこ
とを理解し，計
算することがで
きる。 

○第２時の復習問題に取り組

む。 

３ 

【整理・分析】 

○等分除の場面で16÷３を立式
し，答えの見つけ方を考え
る。 

〇文章問題に取り組む。 

 ○  ・わり切れない場
合の等分除の計
算の仕方を，わ
り切れる場合の
等分除を基に考
え，具体物や
図，式などを用
いて説明してい
る。 

○第３時の復習問題に取り組

む。 

４ 

【整理・分析】 

〇わり切れない場合を含む除法
の答えの確かめ方を考える。 

○   ・わり切れない場
合の除法の答え
の確かめ方を理
解している。 

○10÷４＝２あまり２となる

２つの問題（①余りを切り

上げて答える問題，②余り

を切り捨てて答える問題）

について，問題への答え方

とその理由を自分なりに考

える。 
５ 

【まとめ・創造・表現】 

〇計算練習と答えの確かめをす

る。 

○   ・わり切れない場
合の除法の計算
の商や余りを求
めたり，確かめ
たりすることが
できる。 

○第５時までの復習問題に取

り組む。 

第
二
次 

あ
ま
り
を
考
え
る
問
題 

６
（
本
時
） 

【整理・分析】 

〇家庭学習で取り組んだ問題

①，②について，問題への答

え方とその理由を話し合う。 

〇問題によって余りを切り上げ

たり切り捨てたりすることが

あることをまとめる。 

○適用題に取り組む。 

 ○  ・商や余りの意味
に着目して，問
題に応じた商の
処理の仕方を考
え，説明してい
る。 

○第６時の復習問題に取り組

む。 

仲間集めゲーム「猛獣狩

りに行こうよ」をして，

グループ分けをしよう。 



第
三
次 

ま
と
め 

７ 

【まとめ・創造・表現】 

〇「たしかめよう」に取り組

む。 

〇「つないでいこう 算数の

目」に取り組む。 

  〇 ・単元の学習を振
り返り，価値づ
けたり，今後の
学習に生かそう
としたりしてい
る。 

○単元の復習問題に取り組

む。 

 

９ 本時の展開 

（１）本時の目標 

   余りのとらえ方について理解を深める。 

（２）本時の評価規準 

・商や余りの意味に着目して，問題に応じた商の処理の仕方を考え，説明している。                    

【思考・判断・表現】 

・商や余りの処理の仕方について，図，式，言葉などを用いて課題解決することができる。                    

【課題解決力】 

（３）準備物 

   板書用掲示物（問題文，挿絵，図，分類ラベル），ワークシート（家庭学習，練習問題） 

（４）学習過程 

 学習活動（○），児童の反応（・） 
指導上の留意点（◇） 

「支援を要する」状況と判断した児童への指導の手立て（◆） 
評価規準 
（評価方法） 

 
 
 
 
 

既
習
・
既
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ズ
レ
・
妨
げ 

 
 

課
題
の
生
み
出
し 

１ 家庭学習で取り組んだ問題をもと

に，本時の学習課題を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

○問題①と②の式や図を比べる。 

・式と計算の答えは同じだ。 

・問題の答えはちがう。 

・図にすると，あまりの２のところがち

がう。 

・問題が違うから，あまりをどうするか

がちがう。 

 

 

 

 

 

 

◇問題①，②について，予め家庭学習で

取り組ませておき，本時の学習課題で

ある余りの処理に焦点を当てられる

ようにする。 

◆全部の数は，図にしたり具体物操作し

たりして解決しやすいように，10とし

ておく。 

◇問題①と②の式や図を対比して示し，

計算は同じであることや余りの扱い

が違うことに着目させる。 

 

 

◇問題によって余りの扱いが決まると

いうことについて，全員の認識をそろ

える。 

 

① 10人で，ピクニックテーブルをかりて， 

食事をします。 

 テーブル１台に，４人ずつすわれます。 

 みんなすわるには， 

何台かりればよいでしょう。 

② れいぞうこに，たまごが 10こあります。 

  まるいケーキを１つ作るのに， 

 たまごを４こ使います。 

  ケーキはいくつできますか。 

○めあまりをどうする問題なのかを考えて，答えよう。 



見
通
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
方
・
考
え
方
の
共
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

練
習 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

 
 

振
り
返
り 

２ 余りの扱いに関する友達の考えを

読み，問題①と②のどちらについて

の記述か考える。 

 

 

 

・アは，問題②。余った卵は，放ってお

いてもいいと思う。 

・イは，問題①。余りの２人は座れてな

いから，そのままにしない方がいい。 

・問題①は「みんなすわるには」だから，

余りの２人にもテーブルがいる。 

・問題②は「ケーキはいくつできるか」

だから，余った卵の数は関係ない。 

 

３ 余りを切り上げるとき，切り捨て

るときの答え方を知る。 

①10÷４＝２あまり２ 

 ２＋１＝３（あまり用の１をたす。） 

 答え ３台 

②10÷４＝２あまり２ 

 答え ２つ（あまりは書かない。） 

 

４ 練習問題に取り組む。 

○余りを切り上げて答える問題③と余

りを切り捨てて答える問題④に取り

組む。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習をまとめる。 

 

 

６ 学習の振り返りをする。 

 

 

◇家庭学習シートの中の余りの扱いに

関する記述をもとに，分類ラベルを作

っておき，ランダムに提示する。 

 

 

 

◇問題①と②の余りの扱いの特徴につ

いて，いろいろな言い方で表現するこ

とで，理解を深める。 

◆ラベルを選択したり分類したりする

活動を仕組み，全員が参加できるよう

にする。 

◇問題文や挿絵，図を手掛かりに選んだ

理由を説明させ，考えの共有化を図

る。 

◇余りを切り上げて答える場合は，商に

あまり用の１をたして答えること，切

り捨てて答える場合は，商のみを答え

ることをおさえておく。 

◇答え方をまとめた分類ラベルを追加

する。 

 

 

◇ワークシートで２問とも提示する。そ

の際，はじめは被除数を隠しておくこ

とで，それぞれ①と②のどちらのパタ

ーンの問題かに着目して考えさせ，解

決の見通しをもてるようにする。 

 

 

◆Ｔ１，Ｔ２で一人一人の状況を見取

り，個に応じて図にかいて答えを考え

させたり，図で確かめさせたりする。 

 

 

 

 

◇自分の本時の学習を３段階で評価さ

せ，その理由を記述させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・商や余りの

処理の仕方

について，

図，式，言葉

などを用い

て課題解決

することが

できる。 

【課題解決力】 

 

・商や余りの

意味に着目

して，問題に

応じた商の

処理の仕方

を考え，説明

している。 

【思考・判断・

表現】 

（観察・ノー

ト） 

③ タイヤを４こ使って， 

 絵のようなおもちゃの車を作ります。 

  タイヤは 30 こあります。 

  車は何台作れますか。 

○まあまり用の１をたして答える問題や，あまりを切りすてて答える問題がある。 

④ 三角ケーキを 23 こ買って帰ります。 

  １箱に４このケーキが入ります。 

  全部のケーキを入れるには， 

 箱は何箱あればよいでしょう。 

（想定される分類ラベル例） 

ア あまりは ほうっておく問題   エ あまりを 気にしない問題 

イ あまりを そのままにしない問題 オ あまりを 気にする問題 

ウ あまりも 大事にする問題    カ あまりは かんけいない問題 

キ あまり用の１をたして答える問題 

ク あまりを切りすてて答える問題 



（５）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（６）本時における個の課題に応じた手立て 

●Ａ児 

本時で予想されるつまずき 

・問題に合わせて余りを処理することを理解

できず，前時までのように，「５箱で３こ

あまる」「７台できて２こあまる」と答え

る。 

 

つまずきの要因 

・問題場面がイメージできず，把握できない。  

・問題を解くための見通しが立たない。 

 

手立て 

①はじめは全部の数を 10とし，図を使って考えやすくなるようにする。 

②余りを切り上げて答える問題と切り捨てて答える問題を対比して違いを理解できるように，

どちらも 10÷４になるようにしたり，それぞれのパターンにラベリングしたりする。 

③余りを「座れない人」や「冷蔵庫にある卵」にすることで，余らせてよいかどうかをイメー

ジしやすくする。 

④家庭学習で，あらかじめ問題①，②に取り組ませておくことで，見通しをもって授業に参加

できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９/２ わり算 

 

 

 

 

          

②れいぞうこに，たまご 10こ。 

ケーキ１つに，たまご４こ使う。 

 ケーキはいくつできるか。 

① 10人で食事する。 

 テーブル１台に，４人ずつすわれる。 

 みんなすわるには，何台かりればよいか。 

○まあまり用の１を足して答える問題や，   

 あまりを切りすてて答える問題がある。 

 

テーブル

の写真 

しき 10÷４＝２あまり２ 

       ２＋１＝３ 

答え ３台 

しき 23÷４＝５あまり３ 

   ５＋１＝６ 

答え ６箱 

○めあまりをどうする問題なのか考えて， 

 答えよう。 

 

しき 10÷４＝２あまり２ 

 

答え ２つ 
○ふ   

④ 三角ケーキ 23 こ買って帰る。 

 １箱に４こ入る。 

 全部入れるには，箱は何箱あればよいか。 

あまりの３こ用に，もう１箱いる。 

ケーキ 

の絵 

しき 30÷４＝７あまり２ 

 

答え ７台 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 

たまごと 

ケーキの

写真 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

 

③タイヤを４こ使って車を作る。 

 タイヤは 30 こある。 

 車は何台作れるか。 

あまりはかんけいない。 

ア あまりを ほうっておく問題 イ あまりをそのままにしない問題 

ウ あまりも 大事にする問題 

エ あまりを 気にしない問題 オ あまりを 気にする問題 

カ あまりは かんけいない問題 

ク あまりを切りすてて答える問題 キ あまり用の１をたして答える問題 

車の絵 

ク あまりを切りすてて答える問題 キ あまり用の１をたして答える問題 



 予習プリント④ 月 日（ ）
３年（ ）番 名前（ ）

めあて どう答えたらいいのか，考えよう。

①10人で，ピクニックテーブルを
かりて，食事をします。
テーブル１台に，４人ずつすわれます。
みんなすわるには，何台かりればよいですか。

②れいぞうこに，たまごが10こあります。
まるいケーキを１つ作るのに，
たまごを４こ使います。
ケーキはいくつできますか。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２台かりて，2人あまる。

式 10÷４＝２あまり２

答え ２つできて，2こあまる。✓ ✓

もんきちくんが，①と②の問題にチャレンジしたよ。

式と計算はあっているのに，答えはちがう！？
なぜ！？ きみは，このなぞがとけるかな？

式 10÷４＝２あまり２

答え

式 10÷４＝２あまり２

答え

もう一度，問題をよく読んで，図に表して考えてみよう。

どうしてこの答えになるの？
あまりの２人のことはどうしたらいい？

この問題は，あまりのことを，

問題です。

どうしてこの答えになるの？
あまりの２このことはどうしたらいい？

この問題は，あまりのことを，

問題です

９月２日 わり算
３年（ ）番 名前（ ）

めあて

①10人で，ピクニックテーブルを
かりて，食事をします。
テーブル１台に，４人ずつすわれます。
みんなすわるには，何台かりればよいですか。

②れいぞうこに，たまごが10こあります。
まるいケーキを１つ作るのに，
たまごを４こ使います。
ケーキはいくつできますか。

あまりのことをどうする問題？ あまりのことをどうする問題？

まとめ

式

答え

式

答え

３年（ ）番 名前（ ）

③タイヤを４こつかって車を作ります。

タイヤは こあります。

車は何台作れますか。

④三角ケーキを こ買って帰ります。

１箱に４こ入ります。

全部入れるには，箱は何箱あればいいですか。

式

答え

式

答え

あまりをどうする問題か，分かるかな？

どうしてこの答えになるの？
あまりはどうしたらいいの？

どうしてこの答えになるの？
あまりはどうしたらいいの？

（７）本時につながる予習プリント （８）本時ワークシート 

（９）本時 適用題 


